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空
気
の
透
ん
だ
冬
に

な
る
と
、
雪
化
粧
を
施

し
た
富
士
山
を
立
川
市

内
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
富
士
山
は
、

古
来
よ
り
信
仰
の
対
象

と
し
て
崇あ

が

め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
江
戸
時
代
中

期
頃
よ
り
、
富
士
浅
間

信
仰
の
信
者
で
組
織
さ

れ
た
富
士
講
が
庶
民
の

間
で
盛
ん
に
な
り
、
多
く
の
登
山
者
を
集
め
ま
す
。

立
川
市
内
で
行
わ
れ
た
信
仰
の
中
で
は
、
富
士

講
の
記
録
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
立

川
市
内
に
も
富
士
浅
間
神
社
が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
場
所

が
あ
り
、
富
士
見
町
一
丁
目
の
富
士
塚
公
園
内
に
あ

る
富
士
塚
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。

富
士
塚
は
、
富
士
講
の
信
者
全
員
が
富
士
登
山

に
参
加
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
村
に
居
な
が
ら
に
し

て
富
士
登
山
が
で
き
る
よ
う
に
築
か
れ
た
ミ
ニ
富
士

山
で
、
関
東
を
中
心
に
築
か
れ
ま
し
た
。
富
士
見
町

一
丁
目
の
富
士
塚
の
山
頂
に
は
、
現
在
で
も
富
士
浅

間
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

富
士
塚
に
関
す
る
話
は
、
昭
和
52
年
立
川
市
教

育
委
員
会
発
行
の
『
立
川
の
む
か
し
話
』
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。「
富
士
塚
と
弁
天
池
」
で
は
、
ダ
イ

ダ
ラ
ボ
ッ
チ
の
下
駄
の
歯
の
間
に
つ
ま
っ
た
土
が
落

ち
て
で
き
た
も
の
が
富
士
塚
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

古
文
書
か
ら
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
『
検
地

帳
』
に
「
ふ
じ
塚
新
田
」
の
名
を
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
富
士
塚
が
す
で
に
江
戸
時
代
後
期
の
人
々
に

と
っ
て
地
名
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
末
期
に
柴
崎
村（
立
川
市

南
部
）の
名
主
・
鈴
木
平
九
郎
が
記
し
た
『
公
私
日

記
』
に
も
、
富
士
塚
や
「
富
士
」
に
関
係
す
る
言
葉

が
散
見
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
弘こ

う

化か

5
年（
１
８

４
８
）2
月
14
日
に
は
、
富
士
御お

し師
が
浅
間
宮
修
復

等
の
た
め
に
来
村
し
、
村
内
の
家
を
廻
る
と
い
う
記

事
が
み
え
ま
す
。
富
士
御
師
と
は
、
富
士
講
の
人
た

ち
の
登
山
の
世
話
や
、
宿
泊
所
経
営
の
他
、
富
士
信

仰
を
広
め
る
た
め
に
活
動
す
る
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。

柴
崎
村
と
富
士
山
の
関
係
が
窺
え
る
一
コ
マ
で
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
後
期
の
観
光
案
内
本
『
江
戸

名
所
図
会
』
の
「
芝
崎
普
済
寺
」
の
頁
に
は
、
多
摩

川
と
山
々
の
向
こ
う
に
富
士
山
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

柴
崎
村
か
ら
は
、
今
も
昔
も
富
士
山
が
よ
く
見
え
た

の
で
す
。

暖
か
い
春
が
来
る
前
の
空
気
の
澄
ん
だ
日
は
絶

好
の
富
士
見
日
和
で
す
。
二
つ
の
富
士
山
を
見
に
、

富
士
見
町
散
策
に
お
で
か
け
に
な
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

富
士
塚
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　立川市教育委員会では、有益な調査・研
究、特に模範とする行為、教育・文化の振
興における功績、体育その他の文化活動に
おいて特に優秀な成績をあげた個人または
団体を、規程に基づき表彰しています。今
年度は平成28年11月３日文化の日に立川
市女性総合センター・アイム第３会議室に
て表彰を行いました。
問教育総務課・内線2465

平成２8年度  立川市教育委員会表彰

氏　名 就任年月日 備　考

田中　健一 平成28年12月24日 再　任

伊藤　憲春 平成28年12月24日 再　任

職　名 氏　名 任　期

教 育 長 小町　邦彦
自　平成28年 4 月1日
至　平成31年 3 月31日

教 育 長
職務代理者

松野　登
自　平成27年 12 月25日
至　平成31年 12 月24日

委 員 田中　健一
自　平成28年 12 月24日
至　平成32年 12 月23日

委 員 伊藤　憲春
自　平成28年 12 月24日
至　平成29年 12 月23日

委 員 佐伯　雅斗
自　平成27年 12 月25日
至　平成30年 12 月24日

　立川市教育委員会では、平成28年12月19日に
開催された市議会12月定例会において議会の同意
を得て、下表のとおり教育委員が再任されました。

　これに伴い、教育委員会の構成は次のとおりと
となりました。

※教育委員の任期について

法の規定により、平成27年４月１日から４年の間（平

成31年３月31日）までに任命される委員の任期は、委

員の任期満了日が特定の年に偏ることのないよう、１

年以上４年以内で市長が定めます。

 9 月 1 日 第17回教育委員会定例会

 9 月 23 日
第18回教育委員会定例会
立川市教育委員研修会

 10 月 11 日 川崎市立はるひ野小学校視察

 10 月 13 日
第19回教育委員会定例会
第２回総合教育会議

 10 月 14 日
東京都市町村教育委員会連合会管外視察
研修会

 10 月 15 日 西砂小学校創立50周年記念式典

 10 月 18 日
東京都市町村教育委員会連合会
第４ブロック研修会

 10 月 27 日 第20回教育委員会定例会
 10 月 29 日 立川第四中学校創立70周年記念式典
 11 月 5 日 立川第一中学校創立70周年記念式典
 11 月 6 日 立川市立小中学校PTA連合会合同講演会

 11 月 10 日
第21回教育委員会定例会
歴史民俗資料館視察

 11 月 11 日 研究発表会（第九小学校）
 11 月 14 日 学校訪問（立川第六中学校）

 11 月 24 日
第22回教育委員会定例会
立川市立中学校PTA連合会と教育委員と
の懇談会

 11 月 25 日 学校訪問（上砂川小学校）
 11 月 26 日 柏小学校創立40周年記念式典

 12 月 8 日
学校訪問（立川第五中学校）
第23回教育委員会定例会

 12 月 16 日 学校訪問（新生小学校）
 12 月 22 日 第24回教育委員会定例会

教育委員の活動を紹介します

活動実績（平成28年９月〜 12月）

　教育委員の平成28年９月から12月までの活動
は下表の通りです。またその他に道徳授業地区公
開講座、運動会、研修会などに参加しています。

教育委員の再任について

平成28年度立川市教育委員会表彰　表彰者一覧
学校名 該当者 該当内容

立川第四中学校 梅津　毅（教員） 業務上の成績が特に優秀

立川第九中学校 堤　浩子（教員） 業務上の成績が特に優秀

第九小学校
松中小学校
上砂川小学校

坂本　直哉
西元　快
小嶋　海斗

平成27年度全日本少年少女武道錬成大会空手道競技
小学5・6年生の部  優秀賞

新生小学校 夜久　修斗
第16回全日本少年少女空手道選手権大会
5年男子形の部  第２位

立川第二中学校 二ノ宮　巧睦
平成28年度関東中学校体育大会 第40回関東中学校水泳競技大会
男子400ｍ個人メドレー　第２位

立川第三中学校 西本　有沙
東日本大震災復興支援 第29回都道府県対抗ジュニアバスケットボー
ル大会2016　女子　第3位

立川第六中学校 萩原　日向
平成27年度JOCジュニアオリンピックカップはまなす杯
第10回全国中学生空手道選抜大会　２年女子組手　第3位

立川第六中学校 岡部　華鈴
平成28年度全国中学校体育大会 第43回全日本中学校陸上競技選手権
大会　女子共通　走幅跳　出場／女子共通　四種競技　出場

成蹊小学校 島崎　凜音
2016年度ピティナ・ピアノコンペティション
A1級（小学２年生以下）　銀賞

東京学芸大学附属
小金井小学校

荒川　桐真
第28回全日本ジュニアクラシック音楽コンクール
弦楽器部門　小学生の部　第3位

東京学芸大学附属
小金井小学校

金綱　七海
第17回ショパン国際ピアノコンクールin ASIAアジア大会
小学3・4年生部門　奨励賞

― 関根　花観
リオデジャネイロオリンピック
陸上女子10000ｍ　第20位

― 朝長　なつ美
リオデジャネイロオリンピック
近代五種女子　第13位

― 一戸　和美
第7回世界シニアバドミントン選手権大会
35歳以上女子ダブルス　優勝

― 田村　聡 エベレスト登頂

富士塚
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